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第 3章では種々の炭素繊維とグラファイト試料からの電界放射電子の全エネルギ、一分布を測定し， -6 




示し， Al についてはアレニウスプロットからそのトラップ準位は Al のフェルミレベルの上 0.7 e V IC 
存在する乙とを見いだしている。さらに現在まで理論的にその可能性が示されていながら，存在の確かめ
られていなかった電界刺激エキソ電子放射を，純度 9 9.99 9 9 %A 1 を用いて実験的に観察する乙とに
成功し，またその放射機構はトンネル効果によるものであることを明らかにしている。
第 5 章では試作した 5e V のビームエネルギーを実現できる原子状酸素ビーム発生装置を用いて照射実
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(1) 炭素繊維からの電界放射電子の全エネルギ一分布には- 6eV と- 1 le V付近 K2 つのピークが観




(3) 純度 9 89ぢの Al における光刺激エキソ電子放射のトラップ準位は，アレニウスプロットからフェル
ミ準位の上 0.7 eV 付近に存在している乙とを示している。
(4) 純度 9 9.9 9 9 9 箔 Al 表面に強電界を印加することにより電界刺激エキソ電子放射を初めて実験的
に確認し，その放射機構はトンネル効果によるものであることを示している。
(5) 5eV の運動エネルギーを有する原子状酸素ビームによって炭素繊維表面のグラファイト層が室温に
おいても損傷を受ける乙とを表面白由エネルギーの測定lとより示している。
以上のように本論文は炭素繊維を電界放射エミッタ，ならびに宇宙用複合材料の強化繊維に応用する上
で有用な新しい知見を与えるものであり，材料物性工学の発展に寄与するところが夫きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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